
平成２７年 ９月１日
１９時２０分現在

九州地方整備局
大隅河川国道事務所

記 者 発 表 資 料

桜島に関する大隅河川国道事務所の取り組み（第２報）

桜島の噴火警戒レベル引き下げに伴う当事務所の対応について件名

桜島の噴火警報が噴火警戒レベル４（避難準備）から３（入山規制）に引き下げら
れたことにより、大隅河川国道事務所の体制を次のように変更しました。

１．事務所体制
大隅河川国道事務所は 「警戒体制」から「注意体制」に引き下げ、

○ 事務所体制
平成27年９月１日 1６時００分 注意体制

２．事務所の活動状況

○ これまで、桜島が目視できる場所に職員等を配置し、大規模噴火に伴う国道
２２０号及び２２４号の緊急的な交通規制ができる体制をとってきましたが、
噴火警戒レベルが下がったことを受けて通常体制に戻しました。
今後においても関係機関からの情報収集及び桜島の監視を引き続き行いま

す。

問い合わせ先

国土交通省 九州地方整備局 大隅河川国道事務所
鹿児島県肝属郡肝付町新富１０１３－１電話（０９９４）６５－２５４１

技術副所長（河川） 島元 尚徳 （内線２０４）
技術副所長（道路） 鈴木 昭人 （内線２０５）
総括地域防災調整官 松室 康士 （内線２０６）


